
金
海
官
邸
志
巻
廿
ニ

り
。
共
の
川
祉
は
‘
今
の
撚
糸
枇
の
方
た
り
。
抑
・長
銀
の

此
の
地

に
居
邸
を
川
棚
は
り
た
る
は
州民
長
十
七
年
陀
て
・
共
の
以
来
変
に
居
館

を
建
築
し、

究
北
八
年
の
火
災
民
躍
り
た
り
と
い
へ
ど
も
、
立
文
十

一
年
能
登
の
所
領
を
召
放
さ
れ
・金
保
符
土
並
み
の
采
地
主
賜
は
り
‘

命
保
へ
移
住
を
命
ぜ
ら
れ
‘
問
帥
叫
計
闘
の
庖
総
を
引
移
し
て
建
築
あ
り

し
よ
り
、
凡
そ
二
百
年
火
般
の
援
も
友
〈
.
数
代
居
住
し
た
り
o

然

る
に
信
辿
よ
り
三
十
一
世
の
孫
成
連
陀
至
り
、
王
政
復
古
維
新
の
良

反
陀
際
し、

務
主
第
十
四
世
従
三
位
前
岡
山
見
本
卿
・
明
治
二
年
六
月

吏
に
金
都
市
冊
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
務
政
の
職
制
改
革
に
依
っ

τ務
肱

を
設
く
る
政
府
の
規
定
な
る
陀
よ
り
、
成
速
長
町
の
居
邸
を
ぽ
指
上

w
-此
の
館
主
ば
務
政
陀
宛
て
ら
れ
・
成
辿
は
退
屈
し
て
装
地
に
居

宅
主
総
て
・

変
陀
居
住
せ
り
。
次
い
で
同
五
年
五
月
・
和
面
倒
岨
先
居

住
の
縁
故
主
以
て・

能
登
鹿
柏
町
制
岬
悶
帥
明
演
の
沓
地
へ
移
住
し
‘
同
サ

一
年
長
町
五
番

T
K
持
家
を
設
け、

E
A
に
も
居
住
せ
し
が
・
翌
十
二

年
九
月
成
辿
宛
し
‘

十
一
月
共
の
子
克
辿
相
絞
の
後
、
間
制
演
の
居

邸
な
る
建
物
を
段
ち
、
再
び
金
協
を
本
籍
と
た
し
・
長
町
左
る
持
家

E
ば
居
間酬
と
在
す
陀
至
れ
り
。

O
長
氏
歴
代
家
格

四
/¥ 

文
閥
・
中
村
J
加
藤
・
問
屋
。
村
井
・
小
林
・
合
問
問
溢
浦
野
潮
見
、以

長
家
は
長
谷
部
信
辿
以
来
、年
勝
凡
七
百
年
、
三
十
鈴
代
連
総
た
る
名

家
な
る
ゆ
主
に
、家
子
e

郎
等
も
ま
た
皆
数
十
代
奉
仕
し
来
る
も
の
多

き
中
K
も
、
此
木

上
野
{
干
同
国
地
阿
岸

山
聞
の
五
家
は
・
信
連
の

庶
子
の
子
孫
な
る
に
依
っ
て
家
子
と
都
し
・
上
列
の
家
と
す
o
此
の

五
円
棋
は
・
同
姓
な
る
陀
よ
り
、
維
新
の
際
皆
柄
叫
院
を
改
め
長
氏
と
す
。

上
の
十
家
を
ば
・
郎
等
の
家
と
し
・
叉
古
聞
大
閉

山
本

宕

m-架

律
・
桜
井
小
川
以
上
の
七
家
主
ば
中
郎
の
家
と
す
。
布
郎
等

中
郎

の
家
共
は
、
信
述
以
来
譜
代
の
家
人
民
て
、
家
，
子
・
郎
等
中
郎
の
庶

子
を
ば
‘
別
家
分
流
致
さ
せ
た
る
を
間
代
家
と
て
、
共
の
扱
ひ
あ
り

と
い
へ
り
o

ま
た
屋
形
衆
と
て
‘
{千
野
な
ど
十
除
人
あ
り
。
H
L
は
能

登
の
前
領
主
出
削
山
家
の
限
延
な
り
し
か
ど
、
由
同
山
家
淡
務
後
長
氏
へ

随
従
し・

申
棋
士
と
成
り
た
る
も
の
L
子
孫
也
o
此
の
人
々
は
別
謹
と

も
呼
べ
り
。
年
間
刷
等
に
家
子
郎
等
以
下
一
食
事
の
儀
式
の
時
、
別
陀

酒
惑
を
脇
ふ
一
的
例
な
る
陀
よ
り
・
別
競
の
家
柄
と
す
。
右
の
如
〈
往

古
よ
り
家
格
恋
例

E
以
て
定
則
と
な
し
け
る
陀
依
っ
て
‘
一元
朝
等
制
H

儀
の
磁
筋
な
ど
・
市
北
総
の
多
森
に
拘
ら
・
?
‘
共
の
家
柄
に
依
っ
て
州
出

列
を
立
て
・
酒
山
説
得
の
儀
式
を
な
し
た
り
。
又
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